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第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ 

 

 

 当社は、平成23年10月17日開催の取締役会において、下記のとおり第三者割当による自己株式の処分を行うこ

とを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．処分の概要 

（１） 処分期日                        平成23年11月２日 

（２） 処分株式数                       40,000株 

（３） 処分価額                         １株につき732円 

（４） 処分価額の総額                      29,280,000円 

（５） 処分方法                         平豊に対し、第三者割当による。 

（６） その他処分自己株式に関して投資判断上重要又は必要な事項 該当事項はありません。 

 

２．処分の目的及び理由 

 当社は、自己株式を将来の株式交換によるＭ＆Ａ（合併・買収）等、経営環境の変化に対応した機動的な

資本政策を遂行するために取得しております。今般、平成23年９月１日に子会社化した株式会社ペリテック

の大株主であった同社代表取締役である平豊氏には、引き続き同社の経営に携わっていただいており、当社

グループの経営への参画意識を高めていただくために、自己株式を第三者割当することにより、処分するこ

とといたしました。なお、平成23年９月１日付で当社と平豊氏らで締結した株式譲渡契約書において、同氏

が当社の株式を、自己株式の第三者割当により取得することを取り決めております。株式会社ペリテックの

株式を取得するにあたり、株式交換によらなかった理由は、現金による株式の取得と株式交換を同時に行う

ことは、手続き上煩雑であり、また、株式会社ペリテック株式の取得総額188百万円相当の株式交換を行う場

合、当社は新株を発行する必要があり、手続が煩雑となること、また、当社株式の10％を超える希薄化が予

想されたためであります。 

 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額      差引手取額 29,280,000円 

（２）調達する資金の具体的な使途 

連結子会社である株式会社ペリテックへ運転資金として平成23年11月に20百万円、平成23年12月

に残額を貸し付ける予定であります。 

 

４．資金使途の合理性に関する考え方 

   この第三者割当による自己株式処分は、子会社の代表取締役社長が株主として、利害関係を共有すること 

で、当社グループ経営への参画意識をより高め、企業価値の向上につなげることを目的としております。 



     

当社及び子会社は、売掛金の回収サイトよりも買掛金の支払サイトの方が短期間であるため、手元資金で 

賄えない運転資金が一時的に必要となることがあり、金融機関からの借入と比較し、支払利息が当社グルー 

プ外に流出することがなく、その資金使途に合理性があるものと考えます。 

 

５．処分条件の合理性 

   （１）払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

処分価格につきましては、恣意性を排除した価格とするため当該処分にかかる取締役会決議の直近

３か月(平成23年７月15日から平成23年10月14日まで)の株式会社大阪証券取引所における当社株式

の終値平均値である732円(円未満切捨て)といたしました。また、直前３か月間の当社株式の終値の

平均値を採用することとしましたのは、特定の一時点を基準にするより、一定期間の平均株価という

平準化された値を採用する方が、一時的な株価変動の影響など特殊要因を排除でき、算定根拠として

客観性が高く合理的であると判断したためであります。  

なお、当該価額732円については、取締役会決議の直近の前営業日(平成23年10月14日)における当

社株式の終値711円とのプレミアム率3.0%、直近１か月間(平成23年９月15日から平成23年10月14日)

における当社株式の終値の平均値734円(円未満切捨て)とのディスカウント率が0.3%、直近２か月間

(平成23年８月15日から平成23年10月14日)における当社株式の終値の平均値720円(円未満切捨て)と

のプレミアム率が1.7%、直近６か月間(平成23年４月15日から平成23年10月14日)における当社株式の

終値の平均値765円(円未満切捨て)とのディスカウント率が4.5%となっており、特に有利な処分価額

には該当しないものと判断しております。 

   （２）処分数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

     今回の、自己株式の処分株式数は40,000株で当社の発行済株式数の1.73%と、一定の希薄をもたら 

すものの、平豊氏が、当社株式を一定数量保有していただくことで、当社グループの経営陣の主要な 

一員として、当社グループにより貢献していただけるものと考えており、当該処分数量及び株式の希 

薄化の規模が合理的であると判断いたしました。 

 

６．処分先の選定理由等 

   （１）処分先の概要 

      ①氏名           平 豊 

      ②住所           群馬県高崎市 

      ③職業の内容        会社役員 

      ④上場会社と当該個人の関係 当該個人は、平成23年９月１日に当社が子会社化した株式会社ペリ 

テックの代表取締役社長であります。 

なお、処分先当該処分先の役員又は主要株主（主な出資者）が暴力団等反社会勢力とは一切関 

係ないことを確認しており、その旨の確認書を株式会社大阪証券取引所に提出しております。 

   （２）処分先を選定した理由 

当社は、平成23年９月１日に、株式会社ペリテックの発行済株式の全てを、同社代表取締役社長平

豊氏らより取得し、同社を完全子会社といたしました。同社は、主にＩＣ、自動車用の電源制御ユニ

ット（ＥＣＵ）等の稼働テストや計測を行う装置メーカーである米国ナショナルインスツルメンツ社

のパートナー企業として、優れたソフトウェアを活用し、自社でハードウェア技術とソフトウェア技

術を融合した計測・検査システムに仕上げ、日本国内の顧客に販売しております。当社といたしまし

ては、ペリテックを子会社化することにより、技術専門商社である当社の持つ提案力・販売力とペリ

テックの持つ高い開発力を融合され、メーカー機能を持った技術専門商社を目指す当社グループの成

長に寄与するものと考えております。 

同社代表取締役社長である平豊氏は、創業以来、経営面だけでなく、新製品の企画・開発において

も中心的な役割を果たし、今後の同社の事業展開において極めて重要な存在であると認識しておりま

す。従いまして、当社の完全子会社となった後も、引き続き同社代表取締役社長として引き続き経営

に尽力していただくとともに、株主として利害関係を共有することで、当社グループの経営への参画

意識をより高め、企業価値の向上に資することを目的として、同氏に対して当社株式を割り当てるも



     

のであります。 

   （３）処分先の保有方針 

 当社と平豊氏の間で、株式割当契約を締結しており、同氏は株式会社ペリテックの代表取締役社長

を退任するまでは、原則として当該割当株式を売却しない旨を確約しております。また、本件割当後

２年間は、同氏が当該割当株式の一部または全部を売却した場合には、譲渡を受けた者の氏名又は名

称、住所、譲渡株式数、譲渡日、譲渡の理由及び譲渡の方法等を当社に書面にて通知することについ

て内諾を受けております。 

   （４）処分先の払込に要する財産の存在について確認した内容  

処分先である平豊氏からは、取引銀行である群馬銀行株式会社が発行する平成23年10月14日付の普

通預金通帳の写しの提出を受けております。その預金の払い戻しにより、払込が行われる旨を確認し

ております。 

 

７．処分後の大株主及び持株比率 

処分前 処分後 

松村勝正 22.35% 松村勝正 22.35%

青島勉 8.68% 青島勉 8.68%

楠目常男 7.83% 楠目常男 7.83%

金田晶 3.00% 金田晶 3.00%

松村健子 2.33% 松村健子 2.33%

塚本紀代子 2.28% 塚本紀代子 2.28%

大阪証券金融株式会社 1.99% 大阪証券金融株式会社 1.99%

塩崎五月 1.84% 塩崎五月 1.84%

楠目加代子 1.73% 楠目加代子 1.73%

テクノアルファ株式会社社員持株会 1.42% 平豊 1.73%

 

８．今後の見通し 

   当社グループ業績への影響は軽微であると考えます。 

 

（企業行動規範上の手続） 

・企業行動規範上の手続上に関する事項 

本件第三者割当は、① 希釈化率が25％未満であること、② 支配株主の異動を伴うものではないこと（新株

予約権又は取得請求権すべてが権利行使された場合であっても、支配株主の異動が見込まれるものではない

こと）から、株式会社大阪証券取引所の定める「企業行動規範に関する規則」第２条に定める独立第三者か

らの意見入手及び株主の意思確認手続きは要しません。  

・支配株主との取引等に関する事項 

  本取引は、支配株主との取引等に該当いたしません。 

 



     

９．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

  （１）最近３年間の業績 

 平成20年11月期 

（個別） 

平成21年11月期 

（連結） 

平成22年11月期 

（連結） 

売上高（百万円） 3,311 1,790 2,705

営業利益（百万円） 351 29 225

経常利益（百万円） 393 50 258

当期純利益（百万円） 222 29 130

１株当たり当期純利益（円） 19,220.52 2,542.13 11,535.40

１株当たり配当金（円） 4,000.00 4,000.00 4,200.00

１株当たり純資産（円） 124,334.59 124,900.14 130,946.12

 

  （２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成23年10月14日現在） 

種類 株式数 発行済株式数に対する

比率 

発行済株式数 2,316,000株 100.0％

   なお、当社には潜在株式はありません。 

 

  （３）最近の株価の状況 

     ①最近３年間の状況 

 平成20年11月期 平成21年11月期 平成22年11月期 

始値 374,000 106,300 122,500 

高値 416,000 268,000 192,500 

※744 

安値 82,000 98,800 117,000 

※717 

終値 106,000 122,500 150,000 

※727 

     ※当社は、平成22年12月１日付で１株を200株に分割しており、権利落ち後の価格であります。 

②最近６か月間の状況 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

始値 732 735 820 876 780 690

高値 790 1,017 853 876 789 785

安値 625 720 735 770 623 681

終値 740 830 786 775 688 740

     ③処分決議日（又は前日）における株価 

 平成23年10月14日 

始値 721 

高値 730 

安値 711 

終値 711 

 

  （４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

     該当事項はありません。 

 

以  上 


